










インスリン注射の必要な小児糖尿病のインスリン必要量は,食事の量・質,運動量ならびに

精神的な興奮など,いろいろな因子によって日々変化するので,糖尿病をより良くコントロ

ールするためには，このような点をよく理解して,まず規則的な,また精神的にも安定した

生活，正しい食事療法を守る必要がある。そして,毎日のインスリン注射量が適切であるか

を自分で正しく評価し,長く良い糖尿病のコントロールを維持することが大切である。そこ

で自宅において,尿糖検査よりも血糖値を測定して,そのコントロールを自己評価し,糖尿

病をモニタリングする方法が推奨されてきている。筆者らも,IDDM 小児に対して，自宅で

血糖を測定させ,その測定値からインスリン量を表 1 のように調節できるように教育して

いる。そこで血糖自己測定を指導して,良いコントロールを得るには,どのような問題点が

あるかについて検討したので報告する。 

対象は,表 2 に示したわれわれの糖尿病外来ならびに入院にてインスリン投与を必要とし

たIDDM小児であり,これらの患児について,血糖自己測定の導入,HbA1値よりみたコントロ

ールの改善ならびに血糖自己測定を行い厳重な血糖コントロールをした場合の低血糖およ

びその他の諸問題について検討した。 


